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    鹿児島県
育
英
財
団
の
補
助
金
を
頂
き
、
全
国
都
道
府
県
立
高
等
学
校
の
校
訓
調
査
の
結
果
を
｢
校
訓
に
見
る
教
育
理
念
解
明
の
探
索｣
と
題
し
て
、
発
表
し
て
か
ら
二
十
五
年
が
過
ぎ
た
。
こ
の
二
十
五
年
の
間
に
、｢
校
訓
に
見
た
教
育
理
念｣
に
変
化
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
教
育
理
念
は
、
過
去
、
現
在
、
未
来
に
わ
た
っ
て
不
変
た
る
べ
き
性
質
の
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
人
間
は
、
日
々
生
動
し
て
い
る
社
会
環
境
に
順
応
し
つ
つ
働
き
か
け
、
自
己
実
現
に
努
力
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
た
え
ず
人
間
は
成
長
・
発
達
を
続
け
て
い
く
。
自
己
に
対
し
て
も
社
会
に
対
し
て
も
、
こ
の
世
に
生
を
受
け
た
か
ら
に
は
人
間
成
長
せ
ね
ば
な
ら
な
い
義
務
が
あ
る
。
こ
の
義
務
を
人
間
個
々
が
負
う
以
上
、
教
育
は
人
の
個
性
を
伸
ば
し
つ
つ
も
社
会
に
適
応
し
て
、
よ
り
よ
い
社
会
を
築
く
人
間
を
養
成
す
る
重
大
な
責
任
を
持
っ
て
い
る
。
こ
の
重
大
な
責
任
を
教
育
を
施
す
学
校
現
場
は
、
ど
の
よ
う
な
校
訓
(
指
針)
の
下
に
、
ど
の
よ
う
な
人
間
(
子
ど
も)
を
養
成
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
人
間
(
子
ど
も)
に
対
し
て
、
学
校
は
何
を
期
待
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
校
訓
は
、
時
代
は
変
わ
ろ
う
と
も
そ
の
校
訓
の
内
に
秘
め
ら
れ
た
精
神
は
、
い
つ
の
時
代
に
も
使
え
る
も
の
で
、
校
訓
に
寿
命
は
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
こ
の
校
訓
が
教
育
の
根
本
理
念
で
は
な
い
か
と
思
い
、
二
十
五
年
経
っ
た
今
、
ま
た
校
訓
調
査
を
し
て
前
回
の
調
査
結
果
と
比
較
・
検
討
し
て
み
よ
う
と
思
っ
た
。
そ
の
調
査
対
象
は
、
平
成
元
年
度
か
ら
平
成
十
九
年
四
月
ま
で
に
新
設
も
し
く
は
統
合
・
改
編
等
さ
れ
て
開
校
し
た
都
道
府
県
立
高
等
学
校
で
あ
る
。
幸
い
、
平
成
十
九
年
度
か
ら
本
学
の
研
究
費
を
頂
く
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
全
国
四
十
七
都
道
府
県
教
育
委
員
会
に
｢
平
成
元
年
度
か
ら
平
成
十
九
年
四
月
ま
で
に
新
設
も
し
く
は
統
合
・
改
編
等
さ
れ
て
開
校
し
た
高
等
学
校｣
の
調
査
を
依
頼
し
た
。
早
速
、
四
十
七
都
道
府
県
教
育
委
員
会
か
ら
回
答
を
頂
く
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
回
答
の
高
等
学
校
名
を
見
な
が
ら
、
学
校
名
に
も
変
化
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
た
の
で
、
以
前
調
査
し
た
学
校
名
を
調
べ
た
。
そ
の
結
果
、
高
等
学
校
名
に
も
大
き
な
変
化
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
三
百
校
の
高
等
学
校
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
依
頼
し
て
い
る
期
間
に
、
高
等
学
校
名
の
変
化
を
整
理
し
た
。
そ
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
前
回
の
研
究
紀
要
に
｢
高
等
学
校
名
の
変
化｣
と
題
し
て
発
表
さ
せ
て
頂
い
た
。
そ
し
て
、
今
回
は
最
初
の
研
究
課
題
で
あ
っ
た
｢
校
訓
に
変
化
あ
り
や
な
し
や｣
と
題
し
て
、
ま
と
め
て
み
る
こ
と
に
し
た
。
こ
の
ま
と
め
が
で
き
た
の
も
、
研
究
費
を
頂
け
た
こ
と
と
同
時
に
、
全
国
都
道
府
県
教
育
委
員
会
、
そ
し
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
い
た
だ
い
た
全
国
の
高
等
学
校
の
校
長
先
生
方
の
お
陰
と
深
く
感
謝
し
て
い
る
。
先
ず
は
、
紙
面
で
お
礼
申
し
あ
げ
る
。
一
鹿
児
島
女
子
短
期
大
学
紀
要
第
四
四
号
(
二
〇
〇
九)
一
〜
二
二
頁
                                                                           
                       
(
一)
調
査
校
数
一○
前
回
の
調
査
校
数
調
査
校
数
二
三
八
五
校
の
内
訳
は
、
左
表
で
あ
る
。
こ
の
内
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
校
数
一
八
三
〇
校
調
査
回
数
調
査
年
・
月
調
査
対
象
校
調
査
校
数
第
一
回
昭
和
五
十
六
年
二
月
普
通
科
設
置
校
の
み
一
五
五
七
第
二
回
昭
和
五
十
七
年
五
月
工
業
高
等
学
校
と
い
う
校
名
の
み
三
四
八
商
業
高
等
学
校
と
い
う
校
名
の
み
二
二
七
農
業
高
等
学
校
、
農
林
高
等
学
校
、
農
芸
高
等
学
校
、
園
芸
高
等
学
校
畜
産
高
等
学
校
と
い
う
校
名
の
み
二
一
三
水
産
高
等
学
校
と
い
う
校
名
の
み
四
〇
二○
今
回
の
調
査
校
数
前
回
の
調
査
で
は
、
普
通
科
教
育
を
施
す
学
校
と
、
専
門
教
育
を
施
す
学
校
と
が
校
名
で
判
別
で
き
た
の
で
、
普
通
科
系
、
工
業
科
系
、
商
業
科
系
、
農
業
科
系
、
水
産
科
系
と
大
学
科
別
に
校
訓
を
分
類
・
分
析
で
き
た
。
し
か
し
、
今
回
は
前
述
し
た
よ
う
に
、
校
名
に
大
き
な
変
化
が
見
ら
れ
た
た
め
に
大
学
科
ご
と
の
分
類
・
分
析
は
で
き
な
か
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
今
回
全
国
四
十
七
都
道
府
県
教
育
委
員
会
か
ら
頂
い
た
学
校
数
を
も
と
に
ア
ン
ケ
ー
ト
発
送
数
と
回
答
数
の
集
約
結
果
を
紹
介
し
て
お
く
。
な
お
、
全
国
都
道
府
県
教
育
委
員
会
へ
の
調
査
期
間
は
、
平
成
十
九
年
七
月
か
ら
十
月
。
ま
た
、
教
育
委
員
会
か
ら
回
答
頂
い
た
高
等
学
校
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
依
頼
発
送
開
始
は
九
月
。
ア
ン
ケ
ー
ト
集
約
最
終
月
は
十
二
月
で
あ
る
。
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二
都
道
府
県
名
開
校
数
発
送
数
回
答
数
都
道
府
県
名
開
校
数
発
送
数
回
答
数
北
海
道
20
17
14
青
森
２
２
２
岩
手
８
８
６
宮
城
８
８
８
秋
田
５
５
４
山
形
５
５
２
福
島
５
５
５
茨
城
５
５
４
栃
木
６
６
５
群
馬
５
５
３
埼
玉
５
５
２
千
葉
８
８
７
東
京
21
21
９
神
奈
川
17
17
７
新
潟
13
13
６
富
山
０
０
０
石
川
３
３
１
福
井
０
０
０
山
梨
４
４
３
長
野
３
３
１
岐
阜
18
18
11
静
岡
２
２
１
愛
知
４
４
３
三
重
４
４
２
滋
賀
２
２
０
京
都
１
１
０
大
阪
41
41
19
兵
庫
８
８
６
奈
良
13
13
11
和
歌
山
０
０
０
鳥
取
７
７
７
島
根
２
２
１
岡
山
４
４
２
広
島
６
６
４
山
口
６
６
６
徳
島
２
２
１
香
川
３
３
２
愛
媛
０
０
０
高
知
６
６
４
福
岡
15
15
11
佐
賀
２
２
２
長
崎
２
２
１
熊
本
０
０
０
大
分
２
２
１
宮
崎
１
１
１
鹿
児
島
６
６
６
沖
縄
３
３
３
計
303
300
194
な
お
、
開
校
数
と
発
送
数
が
一
致
し
な
い
の
は
、
定
時
制
高
校
、
夜
間
制
高
校
を
除
い
た
た
め
で
あ
る
。
(
二)
ア
ン
ケ
ー
ト
の
調
査
内
容
第
一
回
(
昭
和
五
十
六
年
二
月
発
送
の
分)
一
、
沿
革
明･
大･
昭
年
月
日
設
立
許
可･
当
時
の
学
校
名
(
)
二
、
校
訓
(
)
三
、
教
育
目
標
(
)
四
、
現
在
の
校
名
(
)
高
等
学
校
生
徒
数
(
)
名
総
学
級
数
(
)
所
在
地
(
)
五
、
校
名
の
由
来
(
簡
単
で
よ
ろ
し
い
で
す
。
例
え
ば
地
区
名
と
か)
記
載
者
(
)
先
生
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
第
二
回
(
昭
和
五
十
七
年
五
月
発
送
の
分)
一
、
沿
革
明･
大･
昭
年
月
日
設
立
許
可･
当
時
の
学
校
名
(
)
二
、
校
訓
(
)
三
、
校
訓
制
定
は
明･
大･
昭
年
頃(
わ
か
っ
て
い
ま
し
た
ら
お
願
い
し
ま
す)
四
、
校
訓
の
必
要
性
に
つ
い
て
(
先
生
の
お
考
え
で
よ
ろ
し
い
で
す)
１
、
必
要
で
あ
る
２
、
必
要
で
な
い
五
、
現
在
の
校
名
(
)
高
等
学
校
生
徒
数
(
)
名
総
学
級
数
(
)
所
在
地
(
)
六
、
校
名
の
由
来
(
簡
単
で
よ
ろ
し
い
で
す
。
例
え
ば
地
区
名
と
か)
記
載
者
(
)
先
生
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
第
三
回
(
平
成
十
九
年
九
月
発
送
の
分)
一
、
校
名
は
(
)
県
立
(
)
高
等
学
校
(
１)
開
校
は
、
平
成
(
)
年
(
)
月
(
新
入
生
を
受
け
入
れ
た
年
度)
(
２)
設
置
学
科
は
大
学
科
(
)
(
)
二
、
学
校
は
①
新
設
②
改
編
③
統
合
さ
れ
た
高
校
で
あ
る
。
(
１)
②
も
し
く
は
③
に
回
答
さ
れ
た
学
校
に
お
尋
ね
し
ま
す
。
学
校
は
、
大
学
科
(
)
科
と
(
)
科
が
改
編
・
統
合
さ
れ
た
高
校
で
あ
る
。
三
、
校
訓
は
、(
１)
①
あ
る
②
な
い
(
２)
①
に
回
答
さ
れ
た
学
校
に
お
尋
ね
し
ま
す
校
訓
は
(
)
四
、
校
訓
の
必
要
性
に
つ
い
て
(
先
生
の
お
考
え
で
よ
ろ
し
い
で
す)
１
、
必
要
で
あ
る
２
、
必
要
で
な
い
回
答
者
職
名
(
)
氏
名
(
)
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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校訓に変化ありやなしや 山 口 倬 史
三
都
道
前
回
の
調
査
結
果
今
回
の
調
査
結
果
府
県
依
頼
校
回
答
校
制
定
校
依
頼
校
回
答
校
制
定
校
北
海
道
一
四
三
一
一
七
七
三
一
七
一
四
一
四
青
森
三
六
三
五
三
三
二
二
二
岩
手
六
〇
四
三
二
九
八
六
五
宮
城
四
八
四
一
三
二
八
八
六
秋
田
二
五
二
二
二
〇
五
四
三
山
形
三
八
二
九
一
四
五
二
二
福
島
五
五
四
二
二
九
五
五
四
茨
城
五
九
四
六
四
三
五
四
四
(一)
集
約
結
果
の
分
析
前
回
の
調
査
は
、
調
査
依
頼
校
二
千
三
百
八
十
五
校
中
、
回
答
を
頂
い
た
高
校
が
千
八
百
三
十
校
で
回
答
率
七
十
六
・
七
％
。
校
訓
の
制
定
校
は
、
千
二
百
五
十
四
校
で
制
定
率
六
十
八
・
五
％
で
あ
っ
た
。
一
方
、
今
回
の
調
査
で
は
、
調
査
依
頼
校
三
百
校
中
、
回
答
を
得
た
高
校
が
百
九
十
四
校
で
、
回
答
率
六
十
四
・
七
％
。
校
訓
の
制
定
校
は
、
百
六
十
二
校
で
制
定
率
八
十
三
・
一
％
。
今
回
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
対
す
る
回
答
率
が
、
前
回
に
比
べ
十
一
・
六
ポ
イ
ン
ト
低
か
っ
た
が
、
校
訓
制
定
率
は
、
十
四
・
六
ポ
イ
ン
ト
高
く
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
前
記
表
か
ら
校
訓
の
制
定
率
九
十
％
以
上
、
制
定
率
八
十
％
台
、
制
定
率
五
十
％
未
満
の
県
を
、
前
回
と
今
回
に
つ
い
て
整
理
し
て
み
た
。
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四
都
道
前
回
の
調
査
結
果
今
回
の
調
査
結
果
府
県
依
頼
校
回
答
校
制
定
校
依
頼
校
回
答
校
制
定
校
栃
木
三
四
三
一
二
六
六
五
四
群
馬
四
七
三
四
二
〇
五
三
一
埼
玉
一
一
四
七
八
三
五
五
二
二
千
葉
八
五
六
九
四
九
八
七
七
東
京
一
九
〇
一
三
九
六
一
二
一
九
四
神
奈
川
一
一
九
八
〇
三
四
一
七
七
四
新
潟
五
三
四
〇
一
八
一
三
六
五
富
山
一
三
一
三
九
〇
〇
〇
石
川
三
四
二
八
一
九
三
一
一
福
井
一
七
一
五
一
三
〇
〇
〇
山
梨
二
六
二
〇
一
五
四
三
三
長
野
六
八
五
二
二
五
三
一
〇
岐
阜
五
〇
四
三
三
八
一
八
一
一
一
〇
静
岡
六
五
五
一
四
八
二
一
一
愛
知
九
四
七
二
五
五
四
三
二
三
重
三
六
二
五
一
三
四
二
二
滋
賀
二
二
一
七
一
一
二
〇
〇
京
都
府
一
四
八
四
一
〇
〇
大
阪
府
一
二
七
六
七
四
七
四
一
一
九
一
四
兵
庫
九
〇
五
六
五
〇
八
六
六
奈
良
二
四
一
九
一
六
一
三
一
一
一
〇
和
歌
山
一
八
一
六
六
〇
〇
〇
鳥
取
一
七
一
七
一
〇
七
七
六
島
根
二
二
一
六
一
二
二
一
〇
岡
山
四
一
三
五
二
四
四
二
二
広
島
五
〇
三
六
二
五
六
四
四
都
道
前
回
の
調
査
結
果
今
回
の
調
査
結
果
府
県
依
頼
校
回
答
校
制
定
校
依
頼
校
回
答
校
制
定
校
山
口
四
五
三
九
二
五
六
六
六
徳
島
二
〇
一
七
一
四
二
一
〇
香
川
一
六
一
二
一
一
三
二
一
愛
媛
三
一
二
七
二
五
〇
〇
〇
高
知
一
九
一
六
一
二
六
四
四
福
岡
七
六
六
〇
三
八
一
五
一
一
一
一
佐
賀
三
〇
二
五
一
二
二
二
〇
長
崎
四
四
三
五
二
九
二
一
一
熊
本
四
一
三
五
三
三
〇
〇
〇
大
分
三
八
三
四
三
三
二
一
一
宮
崎
二
一
一
九
一
二
一
一
一
鹿
児
島
四
六
四
二
三
七
六
六
六
沖
縄
二
四
一
七
一
一
三
三
三
こ
の
結
果
、
今
回
調
査
で
は
、
都
道
府
県
別
に
見
た
校
訓
制
定
率
九
十
％
以
上
の
都
道
府
県
が
二
十
四
都
道
府
県
に
達
し
、
四
十
七
都
道
府
県
の
五
十
一
％
に
な
っ
て
い
る
。
人
口
密
度
も
高
い
関
東
、
中
部
、
近
畿
地
区
で
も
高
い
制
定
率
で
あ
る
の
が
今
回
の
特
徴
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
校
訓
の
必
要
性
に
つ
い
て
も
変
化
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
、
後
で
記
述
す
る
。
と
こ
ろ
で
、
前
回
、
今
回
共
に
、
高
い
校
訓
制
定
率
と
な
っ
て
い
る
青
森
県
に
つ
い
て
調
べ
て
み
た
。
前
回
は
、
三
十
六
校
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
依
頼
し
、
三
十
五
校
か
ら
回
答
を
頂
き
、
校
訓
を
制
定
し
て
い
た
校
数
は
三
十
三
校
で
、
制
定
率
九
十
四
％
。
高
度
経
済
成
長
期
と
い
わ
れ
た
昭
和
四
十
六
年
以
降
の
人
口
移
動
で
新
設
さ
れ
た
、
六
校
の
校
訓
の
制
定
率
を
見
る
と
一
〇
〇
％
と
な
っ
て
い
た
。
従
っ
て
、
青
森
県
の
公
立
高
校
は
、
昭
和
四
十
六
年
以
降
に
開
校
し
た
高
校
全
て
が
校
訓
を
制
定
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
次
に
、
藩
校
・
私
塾
が
設
置
さ
れ
て
い
た
地
域
の
校
訓
制
定
率
に
つ
い
て
考
察
し
た
が
、
関
係
は
な
い
。
ち
な
み
に
、
東
京
に
は
、
荻
生
徂
徠
の
私
塾
｢ 
園
塾｣
が
あ
っ
た
し
、
和
歌
山
県
に
は
藩
校
｢
学
習
館｣
、
佐
賀
県
に
は
藩
校
｢
引
道
館｣
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
校
訓
の
制
定
率
は
五
十
％
未
満
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
校
訓
制
定
に
つ
い
て
は
、
①
地
域
の
関
連
性
②
｢
藩
校
・
私
塾｣
の
設
置
地
域
な
ど
と
の
関
連
性
は
な
い
。
た
だ
、
今
回
の
調
査
で
学
校
開
校
の
時
代
背
景
が
校
訓
に
大
き
く
反
映
し
て
い
る
と
読
め
た
の
が
収
穫
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
後
で
、
漢
字
表
示
に
よ
る
校
訓
の
分
析
、
ま
た
短
文
調
校
訓
の
分
析
で
記
述
す
る
。
            前にも記しているように、
第
一
回
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
、
校
訓
の
必
要
性
に
つ
い
て
の
設
問
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
第
一
回
調
査
で
｢
校
訓
は
必
要
な
い｣
と
い
う
添
え
書
き
を
頂
い
た
の
で
、
第
二
回
目
と
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
、
校
訓
の
必
要
性
に
つ
い
て
尋
ね
た
。
そ
の
結
果
を
紹
介
す
る
。
校訓に変化ありやなしや 山 口 倬 史
五
九
十
％
以
上
八
十
％
台
五
十
％
未
満
前
回
今
回
前
回
今
回
前
回
今
回
青
森
北
海
道
栃
木
岩
手
山
形
東
京
秋
田
青
森
岐
阜
福
島
新
潟
茨
城
山
形
石
川
栃
木
群
馬
静
岡
茨
城
福
井
新
潟
埼
玉
香
川
埼
玉
奈
良
東
京
愛
媛
千
葉
兵
庫
神
奈
川
大
分
石
川
徳
島
長
野
熊
本
山
梨
長
崎
和
歌
山
岐
阜
佐
賀
静
岡
三
重
兵
庫
奈
良
福
岡
鳥
取
長
崎
岡
山
大
分
広
島
宮
崎
山
口
鹿
児
島
高
知
沖
縄
｢必
要
で
あ
る｣
の
回
答
は
、
前
回
と
今
回
を
合
わ
せ
て
八
十
八
・
二
％
と
い
う
高
率
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
校
訓
の
必
要
さ
が
わ
か
る
。
た
だ
、
校
訓
は
｢
必
要
で
な
い｣
と
い
う
先
生
方
の
理
由
は
、｢
教
育
目
標
で
十
分｣
で
あ
る
と
い
う
回
答
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
今
回
一
人
だ
け
｢
心
情
を
問
う
質
問
に
は
回
答
で
き
な
い｣
と
い
う
回
答
が
あ
っ
た
。
な
お
、
校
訓
は
｢
必
要
で
な
い｣
と
い
う
回
答
を
い
た
だ
い
た
先
生
方
所
属
校
の
校
訓
の
制
定
状
況
を
調
べ
て
み
る
と
こ
の
表
か
ら
、
現
在
校
訓
が
制
定
さ
れ
て
い
な
い
学
校
の
先
生
ほ
ど
、
校
訓
の
不
必
要
論
者
が
多
い
。
一
方
、
校
訓
は
制
定
し
て
あ
る
が
｢
必
要
で
な
い｣
と
回
答
い
た
だ
い
た
先
生
方
の
学
校
創
設
年
度
を
調
べ
て
み
る
と
、
前
回
は
、
明
治
、
大
正
、
昭
和
の
初
期
に
創
設
さ
れ
た
学
校
の
先
生
方
に
多
く
見
ら
れ
た
。
今
回
も
や
は
り
、
明
治
、
大
正
、
昭
和
の
初
期
に
創
設
さ
れ
た
学
校
が
母
体
に
な
り
、
統
合
、
も
し
く
は
再
編
さ
れ
た
学
校
の
先
生
方
に
多
く
見
ら
れ
た
。
従
っ
て
、
現
在
の
社
会
状
況
に
呼
応
し
た
校
訓
で
あ
っ
た
ら
、
不
必
要
と
回
答
さ
れ
た
先
生
方
の
数
に
変
化
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
。
た
だ
、
不
必
要
と
回
答
さ
れ
た
先
生
方
で
、
先
述
し
た
が
｢
教
育
目
標
で
十
分
で
あ
る｣
と
い
う
理
由
を
付
記
さ
れ
て
い
た
の
で
、｢
教
育
目
標｣
と
は
、
ど
の
よ
う
に
解
し
た
ら
よ
い
の
か
、
三
和
書
房
出
版
の
｢
教
育
原
理
概
説｣
か
ら
調
べ
て
み
た
。(
左
記
文
章
の
傍
線
は
、
筆
者
が
記
し
た)
｢
…
…
教
育
の
目
的
は
、
理
想
的
人
間
像
を
さ
し
、
教
育
の
目
標
は
、
こ
の
人
間
像
を
構
成
す
る
資
質
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
教
育
目
的
が
一
般
的
・
普
遍
的
・
抽
象
的
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
教
育
目
標
は
、
特
殊
的
・
個
別
的
・
具
象
的
で
あ
る
の
が
常
で
あ
る｣
と
記
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
考
え
る
と
、
教
育
目
的
は
校
訓
で
、
時
代
は
変
わ
っ
て
も
不
変
な
目
的
(
校
訓)
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
校
訓
を
支
柱
に
、
教
育
目
標
は
、
時
代
に
即
応
し
た
変
化
し
得
る
枝
葉
で
、
そ
の
時
々
の
地
域
・
社
会
の
要
請
に
応
え
ら
れ
る
枝
葉
。
こ
れ
が
教
育
目
標
と
解
し
た
。
学
校
に
は
、
長
い
歴
史
を
刻
む
中
で
、
脈
々
と
流
れ
る
時
々
に
不
変
な
精
神
が
宿
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
不
変
な
精
神
が
校
訓
で
、
先
生
方
も
不
変
な
校
訓
を
必
要
と
思
っ
て
お
ら
れ
る
の
だ
。
だ
か
ら
、
校
訓
に
は
寿
命
は
な
く
、
地
域
、
学
科
、
開
校
年
度
は
違
っ
て
も
、
校
訓
を
同
じ
と
す
る
学
校
が
あ
る
の
だ
と
思
っ
た
。
                     
前
回
の
調
査
結
果
一
覧
は
、
教
育
制
度
の
変
遷
、
ま
た
、
教
育
・
文
化
史
・
政
治
・
経
済
史
を
考
え
る
こ
と
で
高
校
設
立
時
の
社
会
状
況
を
見
た
。
こ
の
視
点
に
立
ち
一
覧
表
を
整
理
し
た
。
そ
の
一
覧
表
の
最
初
を
前
回
の
報
告
書
よ
り
引
用
し
て
お
く
。
な
お
、
教
育
・
文
化
史
・
政
治
・
経
済
史
は
、
文
部
科
学
省
発
行
の
｢
学
生
百
年
史｣
、
第
一
学
習
社
発
行
の
｢
日
本
史
図
表｣
、
日
本
教
育
年
鑑
、
玉
川
百
科
大
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六
前
回
％
今
回
％
必
要
で
あ
る
六
三
三
八
八
・
九
一
六
五
八
五
・
五
必
要
で
な
い
四
一
五
・
八
二
一
一
〇
・
九
無
回
答(
ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い)
三
八
五
・
三
八
四
・
一
前
回
今
回
校
訓
が
制
定
し
て
あ
る
八
七
校
訓
が
制
定
し
て
な
い
三
三
一
四
辞
典
等
を
引
用
し
た
。
西
暦
教
育･
学
術･
文
化
史
設
立
と
現
在
の
校
名
都
道
府
県
設
立
前
の
校
名
校
訓
政
治
・
経
済
一
八
五
五
三
月
藤
島
福
井
県
福
井
藩
校
質
実
剛
健
ナ
ル
ベ
シ
一
八
五
四
年
(
安
政
二
年)
明
道
館
礼
儀
ヲ
正
シ
ク
ス
ベ
シ
日
米
和
親
条
約
規
律
ヲ
守
ル
ベ
シ
一
八
五
四
年
責
任
ヲ
重
ン
ズ
ベ
シ
堀
田
正
睦
勤
労
ヲ
尚
ブ
ベ
シ
老
中
就
任
こ
の
よ
う
に
、
二
三
八
五
校
を
年
代
別
に
整
理
し
、
そ
の
後
、
大
学
科
(
普
通
科
、
工
業
科
、
商
業
科
、
農
業
科
、
水
産
科)
別
と
都
道
府
県
別
に
整
理
し
た
の
が
前
回
の
報
告
書
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
今
回
は
、
大
学
科
ご
と
に
整
理
で
き
な
か
っ
た
。
理
由
は
、
前
回
の
紀
要
に
発
表
し
た
と
お
り
、
学
校
名
に
大
き
な
変
化
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
今
回
は
、
前
回
の
整
理
法
と
は
異
な
る
が
、
左
記
の
よ
う
に
都
道
府
県
別
校
訓
一
覧
表
を
作
成
し
た
。
○
北
海
道
(
一
四
校)
校
名
開
校
年
度
校
訓
設
置
学
科
新
設
改
編
統
合
赤
平
平
成
元
年
誠
意
を
持
ち
常
に
正
し
き
を
採
れ
明
朗
に
し
て
自
己
を
開
拓
す
る
に
果
敢
な
れ
普
○
知
性
を
磨
き
真
理
に
謙
虚
た
れ
札
幌
国
際
情
報
平
成
七
年
誠
実
・
友
愛
・
創
造
普･
外
国
語･
工･
商
○
留
萌
千
望
平
成
十
年
英
知
・
友
愛
工
・
商
○
美
唄
平
成
十
一
年
夢
を
叶
え
よ
普
・
商
・
家
・
農
○
富
良
野緑
峰
〃
心
豊
か
に
学
び
考
え
逞
し
く
農
・
工
・
商
○
校
名
開
校
年
度
校
訓
設
置
学
科
新
設
改
編
統
合
名
寄
光
凌
平
成
十
二
年
誠
実
・
情
熱
・
創
造
普
・
工
・
家
○
江
差
平
成
十
六
年
学
業
集
中
普
○
芦
別
〃
励
み
鍛
え
励
み
近
め
普
・
商
○
深
川
東
平
成
十
七
年
誠
実
勤
勉
商
・
農
○
登
別
青
嶺
〃
至
誠
・
練
磨
・
自
律
普
○
室
蘭
東
翔
平
成
十
八
年
至
誠
―
日
々
新
―
総
合
学
科
○
士
別
翔
雲
平
成
十
九
年
一
歩
前
へ
普
・
総
合
ビ
ジ
ネ
ス
○
紋
別
〃
誠
実
・
勤
勉
・
敬
愛
普
・
工
・
商
○
釧
路
明
輝
〃
輝
け
る
挑
戦
者
た
れ
総
合
学
科
○
○
青
森
県
(
二
校)
十
和
田
西
平
成
元
年
自
律
・
進
取
・
敬
愛
普
○
尾
上
総
合
平
成
十
一
年
自
立
・
探
求
・
調
和
総
合
学
科
○
○
岩
手
県
(
六
校)
花
巻
農
業
平
成
十
二
年
な
し
農
○
花
北
青
雲
平
成
十
五
年
自
立
創
造
工
・
商
・
家
○
一
関
第
二
平
成
十
六
年
自
主
の
心
意
志
の
力
創
造
の
意
欲
総
合
学
科
○
北
上
将
南
〃
進
取
・
創
造
総
合
学
科
○
久
慈
東
〃
礼
節
・
進
取
・
剛
健
総
合
学
科
○
大
東
〃
切
磋
琢
磨
普
○
○
宮
城
県
(
八
校)
富
谷
平
成
六
年
進
取
・
明
知
・
自
律
・
協
同
普
○
宮
城
野
平
成
七
年
な
し
普
・
美
術
・
総
合
科
○
蔵
王
平
成
八
年
自
立
・
創
造
・
友
愛
普
○
追
桜
平
成
十
三
年
敬
愛
・
創
造
・
至
誠
総
合
学
科
○
校訓に変化ありやなしや 山 口 倬 史
七
校名
開
校
年
度
校
訓
設
置
学
科
新
設
改
編
統
合
東
松
島
平
成
十
四
年
な
し
普
○
築
館
平
成
十
七
年
共
助
・
研
鑽
・
進
取
普
○
角
田
〃
質
実
剛
健
・
自
他
敬
愛
普
○
気
仙
沼
〃
至
誠
励
業
・
究
理
創
造
普
○
○
秋
田
県
(
四
校)
大
館
平
成
四
年
自
律
・
創
造
普
・
家
○
平
成
平
成
六
年
日
日
新
・
又
日
新
普
・
商
○
男
鹿
海
洋
平
成
十
六
年
な
し
普
・
水
産
○
大
館
国
際
情
報
学
院
平
成
十
七
年
明
朗
・
礼
節
・
進
取
・
自
律
普
・
商
○
○
山
形
県
(
二
校)
上
山明
新
館
平
成
五
年
日
日
新
た
に
、
又
日
に
新
た
な
れ
普
・
商
・
農
○
霞
城
学
園
平
成
九
年
創
造
・
挑
戦
・
継
続
普
・
服
飾
○
○
福
島
県
(
五
校)
い
わ
き光
洋
平
成
五
年
自
主
・
自
学
・
自
律
文
理
○
あ
さ
か
Ｇ
ｌ
ｏ
ｂ
ａ
ｌ
Ｓ
ｐ
ｉ
ｒ
ｉ
ｔ
ｓ
、
Ｃ
ｒ
ｅ
ａ
ｔ
ｉ
ｖ
ｅ
Ｓ
ｐ
ｉ
ｒ
ｉ
ｔ
ｓ
、
開
成
平
成
八
年
Ｈ
ｕ
ｍ
ａ
ｎ
Ｓ
ｐ
ｉ
ｒ
ｉ
ｔ
ｓ
国
際
学
科
○
光
南
平
成
八
年
自
由
・
責
任
・
創
造
総
合
学
科
○
郡
山
萌
世
平
成
十
三
年
自
主
・
自
律
・
創
造
普
○
い
わ
き
翠
の
杜
平
成
十
六
年
な
し
普
○
○
茨
城
県
(
四
校)
校
名
開
校
年
度
校
訓
設
置
学
科
新
設
改
編
統
合
大
子
清
流
平
成
十
五
年
自
律
・
創
造
・
友
愛
森
林
科
・
総
合
学
科
○
江
戸
崎
総
合
平
成
十
七
年
至
誠
・
創
造
・
飛
躍
総
合
学
科
○
常
陸
大
宮
平
成
十
八
年
挑
戦
・
湧
き
あ
が
れ
君
の
力
普
・
工
○
石
岡
第
一
平
成
十
九
年
誠
実
・
自
治
・
博
愛
普
・
農
○
○
栃
木
県
(
五
校)
益
子
芳
星
平
成
十
七
年
な
し
普
○
日
光
名
峰
〃
自
主
自
立
・
努
力
創
造
・
敬
愛
奉
仕
普
○
学
悠
館
〃
出
藍
普
・
商
○
栃
木
翔
南
平
成
十
八
年
自
立
・
叡
智
・
連
帯
普
○
足
利
清
風
平
成
十
九
年
愛
・
智
・
力
普
・
商
○
○
群
馬
県
(
三
校)
大
田
平
成
十
七
年
フ
レ
ッ
ク
ス
な
し
普
○
伊
勢
崎
〃
な
し
文
理
総
合
学
科
○
安
中
総
合
学
園
平
成
十
八
年
軒
昴
な
意
気･
深
遠
な
叡
智･
個
性
の
光
輝
総
合
学
科
○
○
埼
玉
県
(
二
校)
芸
術
総
合
平
成
十
二
年
誠
実
・
創
造
・
協
調
芸
術
総
合
科
○
進
修
館
平
成
十
七
年
誠
実
・
進
修
普
・
総
合
学
科
○
○
千
葉
県
(
七
校)
幕
張
総
合
平
成
八
年
独
立
自
尊
・
協
調
現
和
総
合
学
科
○
大
多
喜
平
成
十
六
年
大
中
至
正
普
・
英
語
科
○
鶴
舞
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八
校名
開
校
年
度
校
訓
設
置
学
科
新
設
改
編
統
合
桜
が
丘
平
成
十
七
年
誠
実
・
創
造
・
感
謝
総
合
ビ
ジ
ネ
ス
科
○
市
川
工
業
平
成
十
八
年
研
学
受
理
・
互
助
信
頼
・
自
主
明
朗
工
○
野
田
中
央
〃
自
律
・
理
知
・
情
熱
普
○
茂
原
樟
陽
〃
創
る
・
育
む･
輝
く
農
・
工
○
柏
の
葉
平
成
十
九
年
自
立
・
創
造
・
飛
躍
普
・
情
報
○
○
東
京
都
(
九
校)
晴
海
総
合
平
成
八
年
な
し
総
合
学
科
○
飛
鳥
〃
な
し
普(
単
位
制
高
校)
○
科
学
技
術
平
成
十
三
年
英
知
・
創
造
・
調
和
工
○
六
郷
工
科
平
成
十
六
年
な
し
工
○
美
原
平
成
十
七
年
自
律
共
生
普
○
大
泉
桜
〃
な
し
普
○
忍
岡
平
成
十
八
年
な
し
普
・
生
活
科
学
○
板
橋
有
徳
平
成
十
九
年
自
由
と
規
律
普
○
葛
飾
総
合
〃
進
取
創
造
・
自
主
自
律
総
合
学
科
○
○
神
奈
川
県
(
七
校)
藤
沢
工
科
平
成
十
五
年
な
し
工
・
総
合
技
術
科
○
平
塚
工
科
〃
健
康
・
誠
実
・
創
造
総
合
学
科
○
横
浜
南
陵
〃
な
し
普
○
藤
沢
総
合
平
成
十
六
年
自
律
し
た
個
、総
合
的
な
知
、共
生
す
る
心
総
合
学
科
○
小
田
原
〃
至
誠
無
息
・
堅
忍
不
抜
普
○
川
崎
〃
な
し
普
○
横
浜清
陵
総
合
〃
な
し
普
○
○
新
潟
県
(
六
校)
校
名
開
校
年
度
校
訓
設
置
学
科
新
設
改
編
統
合
国
際
情
報
平
成
四
年
学
ぶ
精
神
意
気
高
く
国
際
文
化･
情
報
科
学
○
八
海
平
成
七
年
な
し
普
・
福
祉
科
・
体
育
科
○
糸
海
川
白
嶺
平
成
十
年
真
・
善
・
美
総
合
学
科
○
柏
崎
総
合
平
成
十
四
年
自
立
・
創
造
・
共
生
総
合
学
科
○
吉
田
平
成
十
五
年
率
先
垂
範
・
熱
と
気
魄
普
○
新
潟
県
央
工
業
平
成
十
六
年
知
性
・
情
熱
・
創
造
工
○
○
富
山
県
(
〇
校)
○
石
川
県
(
一
校)
能
都
北
辰
平
成
十
二
年
誠
実
・
創
造
・
協
調
普
・
水
産
○
○
福
井
県
(
〇
校)
○
山
梨
県
(
三
校)
北
杜
平
成
十
三
年
古
教
創
真
総
合
学
科
○
ひ
ば
り
が
丘
平
成
十
六
年
自
主
・
自
律
普
・
情
報
経
理
科
○
冨
士
北
稜
〃
明
日
を
拓
き
未
来
を
創
る
総
合
学
科
○
○
長
野
県
(
一
校)
飯
山
平
成
十
九
年
な
し
普
・
体
育
科
○
○
岐
阜
県
(
十
一
校)
大
垣
桜
平
成
七
年
賢
く
つ
よ
く
美
し
く
家
庭
科
、
福
祉
科
○
岐
阜
総
合
学
園
平
成
九
年
自
主
・
創
造
・
友
愛
総
合
学
科
○
華
陽
フ
ロ
ン
校訓に変化ありやなしや 山 口 倬 史
九
校名
開
校
年
度
校
訓
設
置
学
科
新
設
改
編
統
合
テ
ィ
ア
平
成
十
二
年
不
屈
の
精
神
・
師
弟
同
行
・
母
校
愛
普
○
坂
下
平
成
十
五
年
賢(
か
し
こ
く)
剛(
つ
よ
く)
優(
や
さ
し
く)
普
○
東
濃
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
平
成
十
六
年
な
し
普
○
関
有
知
〃
自
立
・
創
造
・
敬
愛
普
・
理
数
科
・
生
活
産
業
科
○
岐
阜
城
北
〃
至
誠
・
進
取
・
練
磨
総
合
学
科
○
岐
阜
各
務
野
平
成
十
七
年
自
律
・
感
謝
・
挑
戦
商
・
情
報
・
福
祉
○
益
田
清
風
〃
向
学
自
主
・
直
心
友
愛
普
・
総
合
学
科
・
商
○
大
垣
養
老
〃
自
主
創
造
・
質
実
剛
健
総
合
学
科
・
農
業
科
○
加
茂
平
成
十
九
年
明
朗
進
取
・
誠
実
努
力
・
親
愛
奉
仕
普
・
理
数
科
○
○
静
岡
県
(
一
校)
静
岡
中
央
平
成
五
年
自
立
・
挑
戦
・
創
造
普
○
○
愛
知
県
(
三
校)
杏
和
平
成
十
七
年
な
し
総
合
学
科
○
知
多
翔
洋
〃
最
善
を
尽
く
す
総
合
学
科
○
常
滑
平
成
十
八
年
徹
普
・
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ア
ー
ト
科
○
○
三
重
県
(
二
校)
あ
け
ぼ
の
学
園
平
成
十
年
強
く
明
る
く
真
心
で
総
合
学
科
○
い
な
べ
総
合
学
園
平
成
十
三
年
夢
を
か
た
ち
に
総
合
学
科
○
○
滋
賀
県
(
〇
校)
○
京
都
府
(
〇
校)
○
大
阪
府
(
十
九
校)
校
名
開
校
年
度
校
訓
設
置
学
科
新
設
改
編
統
合
日
根
野
平
成
七
年
自
立
・
共
生
・
友
愛
普
○
柴
島
平
成
八
年
な
し
総
合
学
科
○
松
原
〃
な
し
総
合
学
科
○
今
宮
〃
磨
け
知
性
・
輝
け
個
性
総
合
学
科
○
福
井
平
成
十
三
年
自
律
・
敬
愛
・
克
己
普
○
堺
東
平
成
十
四
年
自
尊･
敬
愛･
堅
忍･
協
同･
好
学･
進
取
総
合
学
科
○
槻
の
木
平
成
十
五
年
な
し
普
○
八
尾
北
〃
流
汗
求
道
総
合
学
科
○
貝
塚
平
成
十
六
年
質
素
・
堅
実
・
敬
愛
互
助
総
合
学
科
○
枚
方
な
ぎ
さ
〃
至
誠
探
求
・
敬
愛
練
磨
普
○
伯
太
〃
誠
実
・
自
律
・
努
力
普(
総
合
選
択
制)
○
淀
川
工
科
平
成
十
七
年
自
ら
考
え
責
任
あ
る
行
動
を
と
る
学
業
に
励
み
そ
の
本
分
を
尽
く
す
工
○
豊
か
な
人
間
性
と
想
像
力
を
生
か
そ
う
泉
北
〃
誠
実
で
明
る
く
健
康
で
知
性
豊
か
な
人
格
国
際
文
化
・
総
合
学
科
○
布
施
工
科
〃
な
し
工
○
東
住
吉
総
合
〃
な
し
総
合
学
科
○
成
城
〃
誠
実
明
朗
・
自
発
創
生
・
和
親
協
同
総
合
学
科
○
堺
工
科
〃
人
格
の
陶
治
、
有
為
な
工
業
人
の
育
成
工
○
住
吉
〃
自
主
・
自
律
普(
総
合
選
択
制)
○
緑
風
冠
平
成
十
八
年
英
知
・
至
誠
普(
総
合
選
択
制)
○
○
兵
庫
県
(
六
校)
三
田
西
陵
平
成
五
年
自
主
・
創
造
・
飛
翔
普
○
三
田
祥
雲
館
平
成
十
四
年
自
律
・
創
造
・
敬
愛
普
○
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一
〇
校名
開
校
年
度
校
訓
設
置
学
科
新
設
改
編
統
合
武
庫
荘
総
合
平
成
十
五
年
自
主
独
立
・
敬
愛
協
心
・
日
進
創
造
総
合
学
科
○
国
際
〃
叡
智
・
創
造
国
際
科
○
神
戸
鈴
蘭
台
平
成
十
九
年
共
生
・
優
雅
・
創
造
普
○
淡
路
三
原
〃
自
彊
・
敬
愛
・
叡
智
普
○
○
奈
良
県
(
十
一
校)
青
翔
平
成
十
六
年
剛
健
・
誠
実
・
知
性
・
友
情
・
奉
仕
理
数
科
○
西
和
清
陵
〃
清
新
・
敬
愛
・
力
行
普
○
畝
傍
〃
至
誠
・
至
善
・
堅
忍
・
力
行
普
○
榛
生
昇
陽
〃
な
し
普
・
福
祉
科
○
法
隆
寺
国
際
平
成
十
七
年
誠
実
・
創
造
・
気
迫
・
敬
愛
国
際
英
語
科
・
国
際
教
養
科
○
高
取
国
際
平
成
十
七
年
さ
と
く
き
よ
く
ゆ
た
か
に
た
く
ま
し
く
国
際
科
○
大
和
広
陵
〃
自
他
敬
愛
・
誠
意
努
力
・
自
主
創
造
普
・
体
育
科
○
奈
良
情
報
創
業
〃
自
由
・
自
立
・
責
任
商
・
情
報
科
○
奈
良
北
〃
自
律
・
共
生
・
創
造
普
・
理
数
科
○
奈
良
朱
雀
平
成
十
九
年
誠
実
・
克
己
・
闊
達
工
・
商
・
情
報
科
○
御
所
実
業
〃
至
誠
・
創
造
・
堅
忍
工
・
農
○
○
和
歌
山
県
(
〇
校)
○
鳥
取
県
(
七
校)
日
野
平
成
十
二
年
な
し
総
合
学
科
○
鳥
取
湖
陵
平
成
十
三
年
と
も
に
学
び
、
と
も
に
生
き
る
工
・
農
・
家
庭
科
・
情
報
科
○
鳥
取
中
央
育
英
平
成
十
四
年
克
己
普
○
倉
吉
総
合
校
名
開
校
年
度
校
訓
設
置
学
科
新
設
改
編
統
合
産
業
平
成
十
五
年
自
律
・
創
造
・
共
生
工
・
商
・
家
庭
科
・
情
報
科
○
堺
港
総
合
技
術
〃
友
愛
・
自
律
・
創
造
工
・
商
・
水
産
・
家
庭
科
○
鳥
取
緑
風
平
成
十
六
年
真
摯
・
共
生
・
自
立
総
合
学
科
○
米
子
白
鳳
平
成
十
七
年
挑
戦
〜
未
来
を
ひ
ら
く
総
合
学
科
○
○
島
根
県
(
一
校)
益
田
翔
陽
平
成
十
八
年
な
し
総
合
学
科
○
○
岡
山
県
(
二
校)
備
前
緑
陽
平
成
十
五
年
夢
実
現
〜
心
豊
か
に
輝
け
個
性
〜
総
合
学
科
○
倉
敷
鷲
羽
平
成
十
七
年
誠
実
・
創
造
・
貢
献
未
来
創
造
学
科
○
○
広
島
県
(
四
校)
大
崎
海
星
平
成
十
年
自
主
・
自
律
・
創
造
総
合
学
科
○
囚
島
平
成
十
一
年
自
重
互
敬
総
合
学
科
○
広
島
平
成
十
六
年
高
い
知
性
、
豊
か
な
感
性
、
強
い
意
志
普
○
総
合
技
術
平
成
十
七
年
敬
愛
・
創
造
・
飛
翔
工
・
商
・
家
庭
科
○
○
山
口
県
(
六
校)
下
関
中
等
教
育
平
成
十
六
年
飛
翔
・
自
主
・
気
概
・
向
上
普
○
徳
山
商
工
平
成
十
八
年
誠
実
・
協
働
・
実
践
機
械･
情
報
技
術･
環
境
シ
ス
テ
ム
○
柳
井
商
工
平
成
十
八
年
至
誠
・
礼
節
・
質
実
剛
健
商
・
工
○
萩
商
工
〃
｢
知
行
合
一｣
｢
至
誠
一
貫｣
｢
質
実
剛
健｣
工
・
商
○
青
嶺
平
成
十
九
年
誠
実
・
創
意
・
責
任
普
・
工
○
周
防
大
島
〃
至
誠
一
貫
・
自
主
自
立
・
友
愛
協
働
普
・
福
祉
科
○
○
徳
島
県
(
一
校)
校訓に変化ありやなしや 山 口 倬 史
一
一
校名
開
校
年
度
校
訓
設
置
学
科
新
設
改
編
統
合
徳
島
北
平
成
九
年
な
し
普
○
○
香
川
県
(
二
校)
高
松
桜
井
平
成
七
年
な
し
普
○
多
度
津
平
成
十
九
年
清
明
強
和
工
・
水
産
科
○
○
愛
媛
県
(
〇
校)
○
高
知
県
(
四
校)
高
知
海
洋
平
成
九
年
天
空
海
闊
海
洋
学
科
○
安
芸
桜
ヶ
丘
平
成
十
四
年
誠
実
商
○
大
方
平
成
十
七
年
自
主
・
努
力
・
創
造
普
○
春
野
平
成
十
八
年
な
す
こ
と
に
よ
っ
て
学
ぶ
総
合
学
科
○
○
福
岡
県
(
十
一
校)
ひ
び
き
平
成
十
五
年
自
助
・
自
敬
・
信
愛
普
○
鞍
手
竜
徳
〃
至
実
明
練
・
同
窓
異
彩
総
合
学
科
○
大
川
樟
風
〃
志
学
・
創
造
・
貢
献
普
・
文
理
科
・
住
環
境
シ
ス
テ
ム
○
あ
り
あ
け
新
世
〃
自
律
・
自
彊
・
飛
躍
総
合
学
科
○
青
豊
〃
賢
く
・
優
し
く
・
逞
し
く
総
合
学
科
○
輝
翔
館
中
等
教
育
館
平
成
十
六
年
進
取
創
造
普
○
浮
羽
究
真
館
平
成
十
七
年
立
志
・
練
磨
・
不
愧
普
○
嘉
穂
総
合
〃
和(
な
ご
み)
普
・
地
球
環
境
科
・
ロ
ボ
ッ
ト
科
○
田
川
科
学
技
術
〃
大
志
創
造
・
実
践
自
立
・
和
協
友
愛
農
・
工
・
商
○
福
岡
講
倫
館
〃
質
実
剛
健
・
切
磋
琢
磨
・
進
取
創
造
総
合
学
科
○
校
名
開
校
年
度
校
訓
設
置
学
科
新
設
改
編
統
合
門
司
大
翔
館
〃
立
志
勤
勉
・
自
主
創
造
・
誠
敬
忍
耐
普
○
○
佐
賀
県
(
二
校)
唐
津
青
翔
平
成
十
七
年
な
し
普
○
武
雄
平
成
十
九
年
な
し
普
○
○
長
崎
県
(
一
校)
鳴
滝
平
成
十
二
年
共
に
生
き
る
強
く
ひ
た
む
き
に
普
・
商
○
○
熊
本
県
(
〇
校)
○
大
分
県
(
一
校)
三
重
総
合
平
成
十
八
年
希
望
・
誇
り
・
克
己
普
・
農
・
商
○
○
宮
崎
県
(
一
校)
延
岡
星
雲
平
成
十
七
年
志
の
風
・
美
の
風
・
創
造
の
風
普
○
○
鹿
児
島
県
(
六
校)
開
陽
平
成
十
二
年
夢
・
実
現
普
・
福
祉
科
○
鶴
翔
平
成
十
七
年
挑
戦
・
感
動
そ
し
て
愛
総
合
学
科
・
農
業
科
○
薩
摩
中
央
〃
自
律
・
創
造
・
共
生
普
・
農
学
科
・
福
祉
科
○
種
子
島
〃
誠
実
・
気
魄
・
寛
恕
・
創
造
普
・
生
物
生
産
・
電
気
科
○
徳
之
島
平
成
十
八
年
敬
愛
・
向
学
・
共
生
普
・
総
合
学
科
○
川
薩
清
修
館
平
成
十
九
年
自
律
・
至
誠
・
友
愛
商
・
総
合
学
科
○
○
沖
縄
県
(
三
校)
向
陽
平
成
六
年
図
南
雄
飛
国
際
文
化･
理
数･
普
○
那
覇
国
際
平
成
十
年
自
主
・
敬
愛
・
飛
躍
普
・
国
際
科
○
名
護
商
工
平
成
十
九
年
自
主
・
創
造
・
飛
躍
工
・
商
・
情
報
○
こ
の
よ
う
な
、
整
理
法
で
沖
縄
ま
で
回
答
校
一
九
四
校
を
整
理
し
た
。
そ
し
て
、
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二
こ
の
整
理
表
に
基
づ
き
分
析
を
試
み
た
。
                    
(
一)
漢
字
表
示
の
校
訓
を
｢
字
数
と
句
数｣
で
分
類
し
た
校
訓
の
制
定
校
数
以
上
、
漢
字
表
示
に
よ
る
校
訓
は
一
二
三
校
で
、
回
答
校
一
九
四
校
に
対
し
六
十
三
・
四
％
と
い
う
高
い
制
定
率
で
あ
っ
た
。
(
二)
漢
字
表
示
の
校
訓
を
｢
字
数
と
句
数｣
に
よ
っ
て
分
類
し
た
校
訓
一
覧
前
記
表
で
整
理
し
た
｢
字
数
と
句
数｣
の
分
類
結
果
が
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
一
字
１
句
(
二
校)
徹
。
和
。
一
字
３
句
(
三
校)
愛
・
智
・
力
。
真
・
善
・
美
。
賢
・
剛
・
優
。
一
字
４
句
(
一
校)
清
・
明
・
強
・
和
。
二
字
１
句
(
三
校)
出
藍
。
克
己
。
誠
実
。
二
字
２
句
(
八
校)
英
知
・
友
愛
。
自
律
・
創
造
。
自
主
・
自
律
(
二)
。
叡
智
・
創
造
。
進
取
・
創
造
。
誠
実
・
進
修
。
英
知
・
至
誠
。
二
字
３
句
(
六
三
校)
誠
実
・
友
愛
・
創
造
。
誠
実
・
情
熱
・
創
造
。
誠
実
・
創
造
・
協
調
(
二)
。
誠
実
・
創
造
・
感
謝
。
誠
実
・
創
造
・
貢
献
。
誠
実
・
勤
勉
・
敬
愛
。
誠
実
・
自
治
・
博
愛
。
誠
実
・
自
律
・
努
力
。
誠
実
・
協
働
・
実
践
。
誠
実
・
創
意
・
責
任
。
誠
実
・
克
己
・
闊
達
。
自
主
・
自
律
・
創
造
(
二)
。
友
愛
・
自
律
・
創
造
。
自
主
・
努
力
・
創
造
。
自
主
・
創
造
・
飛
躍
。
自
主
・
創
造
・
飛
翔
。
自
主
・
創
造
・
友
愛
。
自
主
・
敬
愛
・
飛
躍
。
自
主
・
自
学
・
自
律
。
自
律
・
進
取
・
敬
愛
。
自
律
・
理
知
・
情
熱
。
自
律
・
感
謝
・
挑
戦
。
自
律
・
創
造
・
共
生
(
二)
。
自
律
・
共
生
・
創
造
。
自
律
・
創
造
・
友
愛
(
二)
。
自
律
・
創
造
・
敬
愛
。
自
律
・
至
誠
・
友
愛
。
自
律
・
敬
愛
・
克
己
。
自
律
・
自
彊
・
飛
躍
。
自
立
・
探
求
・
調
和
。
自
立
・
創
造
・
共
生
。
自
立
・
創
造
・
敬
愛
。
自
立
・
創
造
・
友
愛
。
自
立
・
創
造
・
飛
躍
。
自
立
・
挑
戦
・
創
造
。
自
立
・
共
生
・
友
愛
。
校訓に変化ありやなしや 山 口 倬 史
一
三
字
数
句
数
前
回
今
回
字
数
句
数
前
回
今
回
１
九
二
１
五
三
三
２
二
〇
２
五
九
八
１
３
一
九
三
３
三
五
一
六
三
４
二
一
２
４
四
九
六
５
〇
〇
５
一
四
一
６
〇
〇
６
三
一
１
六
一
１
一
六
二
一
二
２
二
一
２
四
七
一
〇
３
３
一
〇
３
八
八
一
一
４
〇
〇
４
４
一
五
〇
５
〇
〇
５
七
〇
６
一
〇
６
〇
〇
１
一
四
〇
１
〇
〇
５
２
一
〇
２
〇
〇
３
二
〇
６
３
一
〇
４
一
〇
４
〇
〇
至
誠
・
練
磨
・
自
律
。
至
誠
・
創
造
・
堅
忍
。
至
誠
・
進
取
・
練
磨
。
至
誠
・
創
造
・
飛
躍
。
自
由
・
責
任
・
創
造
。
創
造
・
挑
戦
・
継
続
。
自
助
・
自
敬
・
信
愛
。
自
彊
・
敬
愛
・
叡
智
。
自
由
・
自
立
・
責
任
。
自
立
・
叡
智
・
連
帯
。
健
康
・
誠
実
・
創
造
。
知
性
・
情
熱
・
創
造
。
敬
愛
・
向
学
・
共
生
。
敬
愛
・
創
造
・
至
誠
。
敬
愛
・
創
造
・
飛
翔
。
礼
節
・
進
取
・
剛
健
。
共
助
・
研
鑽
・
進
取
。
英
知
・
創
造
・
調
和
。
共
生
・
優
雅
・
創
造
。
清
新
・
敬
愛
・
力
行
。
真
摯
・
共
生
・
自
立
。
志
学
・
創
造
・
貢
献
。
立
志
・
練
磨
・
不
愧
。
希
望
・
誇
り
・
克
己
。
二
字
４
句
(
六
校)
進
取
・
明
知
・
自
律
・
協
同
。
誠
実
・
創
造
・
気
迫
・
敬
愛
。
至
誠
・
至
善
・
堅
忍
・
力
行
。
明
朗
・
礼
節
・
進
取
・
自
律
。
飛
翔
・
自
主
・
気
概
・
向
上
。
誠
実
・
気
魄
・
寛
恕
・
創
造
。
二
字
５
句
(
一
校)
剛
健
・
誠
実
・
知
性
・
友
情
・
奉
仕
二
字
６
句
(
一
校)
自
尊
・
敬
愛
・
堅
忍
・
協
同
・
好
学
・
進
取
三
字
１
句
(
一
校)
夢
実
現
〜
心
豊
か
に
輝
け
個
性
〜
三
字
２
句
(
一
校)
日
々
新
・
又
日
新
四
字
１
句
(
一
二
校)
学
業
集
中
。
誠
実
勤
勉
。
自
立
創
造
。
切
磋
琢
磨
。
大
中
至
正
。
進
取
創
造
。
自
立
共
生
。
古
教
創
真
。
流
汗
求
道
。
自
重
互
敬
。
天
空
海
闊
。
図
南
雄
飛
。
四
字
２
句
(
一
〇
校)
質
実
剛
健
・
自
他
敬
愛
。
至
誠
励
業
・
究
理
創
造
。
独
立
自
尊
・
協
調
現
和
。
自
主
創
造
・
質
実
剛
健
。
向
学
自
主
・
真
心
友
愛
。
進
取
創
造
・
自
主
自
律
。
至
誠
無
息
・
堅
忍
不
抜
。
率
先
垂
範
・
熱
と
気
魄
。
至
誠
探
求
・
敬
愛
練
磨
。
至
実
明
錬
・
同
窓
異
彩
。
四
字
３
句
(
一
一
校)
自
主
自
律
・
努
力
創
造
・
敬
愛
奉
仕
。
研
学
受
理
・
互
助
信
頼
・
自
主
明
朗
。
明
朗
進
取
・
誠
実
努
力
・
親
愛
奉
仕
。
自
他
敬
愛
・
誠
意
努
力
・
自
主
創
造
。
大
志
創
造
・
実
践
自
立
・
和
協
友
愛
。
質
実
剛
健
・
切
磋
琢
磨
・
進
取
創
造
。
立
志
勤
勉
・
自
主
創
造
・
誠
敬
忍
耐
。
誠
実
明
朗
・
自
発
創
生
・
和
親
協
同
。
自
主
独
立
・
敬
愛
協
心
・
日
新
創
造
。
至
誠
一
貫
・
自
主
自
立
・
友
愛
協
調
。
知
行
合
一
・
至
誠
一
貫
・
質
実
剛
健
。
一
字
と
二
字
(
一
校)
夢
・
実
現
二
字
と
三
字
(
一
校)
至
誠
―
日
々
新
―
(
北
海
道)
二
字
の
２
句
と
四
文
字
１
句
(
二
校)
質
素
・
堅
実
・
敬
愛
互
助
。
至
誠
・
礼
節
・
質
実
剛
健
。
(
三)
漢
字
表
示
の
校
訓
を
｢
字
数
と
句
数｣
で
分
類
し
た
校
訓
の
分
析
今
回
、
短
文
式
校
訓
採
用
校
数
が
二
十
九
校
あ
っ
た
が
、
前
回
同
様
、
今
回
も
漢
字
の
校
訓
が
多
か
っ
た
。
そ
こ
で
、｢
字
数｣
と
｢
句
数｣
の
校
訓
を
前
表
に
ま
と
め
て
み
た
。
と
こ
ろ
が
、
い
く
つ
か
の
校
訓
が
前
回
調
査
で
も
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
一
部
に
つ
い
て
、
次
の
視
点
か
ら
関
係
を
調
べ
て
み
た
。
前
回
の
校
訓
と
採
用
校
・
開
校
年
度
・
設
置
学
科
を
記
す
。
①
一
字
１
句｢
徹｣
愛
知
県
立
平
和
高
等
学
校
昭
和
五
十
四
年
普
通
科
愛
知
県
立
常
滑
北
高
等
学
校
昭
和
五
十
五
年
普
通
科
｢
和｣
山
梨
県
立
石
輪
高
等
学
校
明
治
二
十
八
年
普
通
科
青
森
県
立
青
森
西
高
等
学
校
昭
和
三
十
七
年
普
通
科
山
梨
県
立
韮
崎
工
業
高
等
学
校
昭
和
三
十
八
年
工
業
科
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四
岐
阜
県
立
恵
那
農
業
高
等
学
校
昭
和
四
十
一
年
農
業
科
沖
縄
県
立
美
里
高
等
学
校
昭
和
五
十
二
年
普
通
科
こ
れ
か
ら
、
今
回
の
校
訓
に
｢
徹｣
ま
た
は
、｢
和｣
を
掲
げ
て
い
る
高
校
で
、
｢
和｣
に
つ
い
て
は
、
高
校
の
設
置
県
が
違
う
の
で
、
統
合
も
し
く
は
再
編
さ
れ
て
開
校
し
た
高
校
の
校
訓
で
は
な
い
。
ま
た
、｢
徹｣
と
い
う
校
訓
の
関
係
を
調
べ
て
み
た
。
結
果
は
、
昭
和
五
十
五
年
に
開
校
し
た
愛
知
県
立
常
滑
北
高
校
で
、
今
回
調
査
し
た
｢
都
道
府
県
別
公
立
高
等
学
校
の
校
訓
一
覧｣
に
記
載
し
た
と
お
り
、
平
成
十
八
年
に
工
業
科
の
高
校
と
統
合
さ
れ
て
開
校
し
、
常
滑
高
校
と
校
名
を
変
更
し
た
高
校
で
あ
つ
た
。
②
二
字
３
句
の
校
訓
｢
自
律
・
至
誠
・
友
愛｣
は
、
統
合
前
の
各
高
校
の
校
訓
を
一
句
ず
つ
取
り
入
れ
た
校
訓
と
推
測
し
た
。
統
合
さ
れ
た
高
校
名
は
、
鹿
児
島
県
立
川
薩
清
修
館
高
等
学
校
と
命
名
さ
れ
、
校
訓
は
左
記
で
あ
る
。
そ
の
推
測
根
拠
は
鹿
児
島
県
立
宮
之
城
高
等
学
校
校
訓
→
自
律
・
明
朗
・
気
迫
鹿
児
島
県
立
入
来
商
業
高
等
学
校
校
訓
→
誠
実
・
友
愛
・
識
見
・
勇
気
鹿
児
島
県
立
宮
之
城
農
業
高
等
学
校
校
訓
→
至
誠
・
自
律
・
敬
愛
の
傍
線
部
の
校
訓
を
採
用
し
、
二
字
３
句
と
い
う
形
態
を
存
続
さ
せ
た
と
思
わ
れ
る
。③
二
字
４
句
の
校
訓
｢
明
朗
・
礼
節
・
進
取
・
自
律｣
は
、
昭
和
三
十
七
年
開
校
の
秋
田
県
立
大
館
商
業
高
等
学
校
の
校
訓
で
、
学
科
改
編
さ
れ
校
名
を
変
更
。
秋
田
県
立
大
館
国
際
情
報
学
院
と
な
り
、
校
訓
は
、
配
列
も
変
更
さ
れ
て
い
な
い
。
④
二
字
６
句
の
校
訓
｢
自
尊
・
敬
愛
・
堅
忍
・
協
同
・
好
学
・
進
取｣
は
、
前
回
調
査
で
は
、
昭
和
四
十
六
年
開
校
の
大
阪
府
立
堺
東
高
等
学
校
(
普
通
科)
の
校
訓
と
し
て
掲
げ
て
あ
っ
た
。
今
回
調
査
で
、
校
訓
の
語
句
、
配
列
共
に
同
じ
で
、
平
成
十
四
年
学
科
改
編
さ
れ
総
合
学
科
と
し
て
校
名
は
変
更
せ
ず
開
校
し
た
高
校
の
校
訓
で
あ
る
。
⑤
四
字
１
句
の
校
訓
｢
大
中
至
正｣
は
、
前
回
調
査
に
よ
る
と
四
字
２
句
の
校
訓
の
一
つ
と
し
て
、
明
治
三
十
三
年
開
校
の
千
葉
県
立
大
多
喜
高
等
学
校
(
普
通
科)
が
掲
げ
て
い
た
。
そ
し
て
、
今
回
は
、
平
成
十
六
年
大
多
喜
女
子
高
等
学
校
と
統
合
さ
れ
大
多
喜
高
等
学
校
と
改
名
し
、
統
合
前
の
校
訓
｢
大
中
至
正
・
剛
健
素
撲｣
の
一
つ
｢
大
中
至
正｣
を
残
し
た
も
の
と
受
け
取
れ
る
。
⑥
四
字
３
句
の
校
訓
｢
誠
実
明
朗
・
自
発
創
生
・
和
親
協
同｣
は
、
前
回
調
査
で
昭
和
三
十
四
年
開
校
の
大
阪
府
立
成
城
高
等
学
校
の
校
訓
と
し
て
整
理
し
た
。
今
回
学
科
改
編
が
な
さ
れ
、
総
合
学
科
設
置
の
大
阪
府
立
成
城
高
等
学
校
と
し
て
平
成
十
七
年
に
開
校
し
、
校
訓
を
引
き
継
い
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
統
合
さ
れ
て
新
し
く
開
校
し
た
高
等
学
校
で
は
、
統
合
前
の
い
ず
れ
か
の
高
校
の
校
訓
を
掲
げ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
改
編
で
は
校
名
、
校
訓
は
、
そ
の
ま
ま
引
き
継
が
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
、
漢
字
の
校
訓
の
特
長
を
ま
と
め
て
み
る
と
○
｢
字
数｣
が(
奇
数)
に
対
し
て
は｢
句
数｣
が(
奇
数)
と
な
る
形
が
多
い
。
○
｢
字
数｣
が(
偶
数)
に
対
し
て
は｢
句
数｣
が(
奇
数)
と
な
る
形
が
多
い
。
○
｢
二
字
・
３
句｣
が
一
番
多
く
、
次
に｢
四
字
・
１
句｣
の
形
が
多
い
。
                      
(
一)
校
訓
二
字
の
校
訓
ベ
ス
ト
５
二
字
１
句
か
ら
二
字
６
句
構
成
の
校
訓
に
出
て
く
る
二
字
の
語
句
ベ
ス
ト
５
を
前
回
調
査
の
結
果
と
比
較
し
た
。
校訓に変化ありやなしや 山 口 倬 史
一
五
こ
こ
で
、
前
回
の
調
査
結
果
を
開
校
年
度
別
に
｢
ベ
ス
ト
５｣
と
し
て
整
理
し
て
み
た
。
予
想
し
て
い
た
よ
う
に
、
昭
和
五
十
年
以
降
に
開
校
し
た
高
校
で
は
、｢
創
造｣
｢
自
律｣
の
校
訓
が
ベ
ス
ト
２
。
こ
れ
は
、
外
的
権
威
や
自
然
的
欲
望
に
拘
束
さ
れ
ず
、
自
分
の
立
て
た
規
範
に
従
っ
て
行
動
し
(
自
律)
、
新
し
い
も
の
を
創
り
始
め
る
(
創
造)
人
材
を
、
と
い
う
社
会
背
景
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
、
二
字
の
校
訓
｢
ベ
ス
ト
５｣
に
出
て
き
た
校
訓
を
、
次
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
み
た
。
｢
誠
実
・
至
誠｣
、｢
敬
愛
・
友
愛｣
、｢
創
造
・
自
律
・
自
主｣
、｢
努
力
・
勤
勉
・
剛
健｣
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
み
た
時
、
学
校
は
ど
の
よ
う
な
子
供
を
養
成
し
た
い
の
か
、
そ
の
生
徒
育
成
(
期
待)
像
は
、
生
徒
各
自
が
｢
剛
健
な
体
と
精
神
力
で
勤
勉
に
努
力
し
て
く
れ
る｣
こ
と
と
同
時
に
、｢
自
主
的
に
己
を
律
し
な
が
ら
創
造
的
な
仕
事
を
や
れ
る
。
ま
た
創
造
性
豊
か
な
人
間
に
な
る｣
生
徒
の
育
成
を
望
ん
で
い
る
。
そ
し
て
、
生
徒
自
身
に
対
し
て
は
、
｢
敬
愛
・
友
愛
の
念
を
以
っ
て
人
に
接
し
て
い
く｣
と
い
う
畏
敬
の
念
と
思
い
や
り
の
心
を
育
て
、
人
に
は
｢
誠
実
で
誠
を
尽
く
す｣
人
間
と
な
っ
て
欲
し
い
と
い
う
気
持
ち
が
こ
の
校
訓
ベ
ス
ト
５
に
表
れ
て
い
る
と
思
え
て
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
前
回
調
査
と
今
回
調
査
の
結
果
を
語
句
ご
と
に
比
較
し
て
み
た
が
、
二
字
の
校
訓
に
つ
い
て
は
、
前
回
と
大
き
な
変
化
は
見
ら
れ
な
い
。
(
二)
漢
字
四
字
の
校
訓
ベ
ス
ト
５
四
字
１
句
か
ら
四
字
３
句
構
成
の
校
訓
に
出
て
く
る
四
字
の
語
句
ベ
ス
ト
５
を
前
回
調
査
の
結
果
と
比
較
し
た
。
な
お
、
四
字
の
校
訓
は
、
前
回
調
査
で
は
普
通
科
一
七
九
種
類
、
実
業
系
一
九
七
種
類
、
今
回
は
五
十
六
種
類
で
あ
っ
た
。
右
表
か
ら
も
言
え
る
よ
う
に
、
開
校
年
度
ま
た
、
学
科
は
違
っ
て
も
四
字
１
句
の
ベ
ス
ト
１
は｢
質
実
剛
健｣
で
あ
る
。
特
に
、
今
回
の
調
査
で
、
前
回
に
な
か
っ
た
四
字
１
句
の
新
し
い
字
句
の
校
訓
は
な
か
っ
た
。
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一
六
順
位
普
通
科
工
業
科
商
業
科
農
業
科
水
産
科
今
回
１
誠
実
誠
実
誠
実
勤
労
誠
実
創
造
２
創
造
創
造
進
取
誠
実
勤
勉
自
律
３
自
立
勤
労
至
誠
勤
勉
努
力
誠
実
４
自
主
勤
勉
自
主
至
誠
責
任
敬
愛
５
努
力
自
律
勤
勉
創
造
協
調
自
立
昭
和
平
成
順
位
明
治
大
正
一
年
〜
二
三
年
二
四
〜
四
九
年
五
〇
〜
五
五
年
今
回
１
誠
実
誠
実
誠
実
誠
実
創
造
創
造
２
至
誠
勤
勉
自
主
創
造
自
律
自
律
３
創
造
敬
愛
友
愛
自
律
自
主
誠
実
４
剛
健
剛
健
協
和
自
主
誠
実
敬
愛
５
自
律
至
誠
協
同
努
力
努
力
自
主
順
位
普
通
科
工
業
科
商
業
科
農
業
科
水
産
科
今
回
１
質
実
剛
健
質
実
剛
健
質
実
剛
健
質
実
剛
健
質
実
剛
健
質
実
剛
健
２
自
主
自
律
創
意
工
夫
士
魂
商
才
勤
労
愛
好
進
取
力
行
自
主
創
造
３
自
主
自
立
自
主
創
造
明
朗
誠
実
自
主
創
造
団
結
融
和
進
取
創
造
４
至
誠
一
貫
勤
労
愛
好
進
取
敢
闘
至
誠
一
貫
水
産
報
国
自
主
自
立
５
自
主
創
造
報
恩
効
誠
自
主
創
造
明
朗
誠
実
水
産
力
国
切
磋
琢
磨
こ
の
こ
と
か
ら
、
校
訓
そ
の
も
の
は
、
時
代
は
変
わ
っ
て
も
校
訓
の
語
句
に
大
き
な
変
化
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
。
た
だ
、
右
表
で
今
回
の
調
査
で
は
な
か
っ
た
｢
勤
労
愛
好｣
｢
報
恩
効
誠｣
｢
士
魂
商
才｣
｢
団
結
融
和｣
｢
水
産
報
国｣
｢
水
産
力
国｣
と
い
う
校
訓
は
、
開
校
し
た
時
代
背
景
・
社
会
情
勢
と
学
科
の
特
殊
性
か
ら
考
え
ら
れ
た
校
訓
と
思
わ
れ
る
。
ち
な
み
に
、｢
士
魂
商
才｣
と
い
う
校
訓
を
掲
げ
て
い
る
学
校
は
、
全
国
で
十
校
あ
る
が
、
北
は
北
海
道
の
明
治
十
九
年
九
月
設
立
の
｢
函
館
商
業
高
等
学
校｣
、
南
は
大
正
六
年
四
月
設
立
の
大
分
県
の
｢
大
分
商
業
高
等
学
校｣
で
あ
る
。
他
八
校
の
設
立
年
度
は
、
明
治
時
代
が
三
校
、
大
正
が
四
校
、
昭
和
八
年
度
に
一
校
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
校
訓
制
定
に
は
、
時
代
の
要
請
に
応
じ
た
語
句
が
校
訓
と
し
て
掲
げ
ら
れ
、
地
域
性
は
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。
(
三)
漢
字
だ
け
の
校
訓
の
分
類
・
分
析
を
終
え
て
今
回
の
調
査
で
は
、
漢
字
だ
け
の
校
訓
制
定
校
が
一
二
三
校
で
、
校
訓
制
定
校
数
一
六
二
校
に
対
す
る
割
合
は
七
五
・
九
％
。
こ
れ
を
前
回
調
査
し
た
普
通
科
で
み
る
と
、
漢
字
だ
け
の
校
訓
制
定
校
が
五
二
一
校
で
、
校
訓
制
定
校
数
七
一
六
校
に
対
す
る
割
合
は
七
二
・
八
％
。
ま
た
、
前
回
の
工
業
科
で
み
て
も
漢
字
だ
け
の
校
訓
制
定
校
が
一
四
五
校
で
、
校
訓
制
定
校
数
二
一
一
校
に
対
す
る
割
合
は
六
八
・
七
％
と
い
う
高
率
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
開
校
年
度
、
大
学
科
を
問
わ
ず
、
漢
字
の
校
訓
が
多
い
と
言
え
る
。
ま
た
、
漢
字
の
校
訓
で
は
、｢
二
字
三
句｣
の
校
訓
が
一
番
多
く
、
次
に
｢
四
字
一
句｣
の
校
訓
と
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
次
の
関
係
を
今
回
調
査
の
校
訓
か
ら
調
べ
て
み
た
。
①
四
字
の
校
訓
で
、
二
字
の
校
訓
に
出
て
こ
な
い
語
句
自
発
創
生
。
和
親
協
同
、
研
学
受
理
、
互
助
信
頼
、
知
行
合
一
、
学
業
集
中
、
古
教
創
真
、
流
汗
求
道
、
切
磋
琢
磨
、
自
重
互
敬
、
大
中
至
正
、
天
空
海
闊
、
図
南
雄
飛
、
独
立
自
尊
、
率
先
垂
範
、
至
実
明
錬
、
同
窓
異
彩
、
誠
敬
忍
耐
の
十
八
句
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
四
字
の
校
訓
六
十
五
種
の
中
の
二
十
七
・
七
％
に
な
る
。
前
回
の
調
査
で
も
、
四
字
の
校
訓
一
七
九
種
の
中
に
四
字
の
校
訓
で
、
二
字
の
校
訓
に
出
て
こ
な
い
語
句
が
四
十
八
句
あ
り
二
十
六
・
八
％
で
、
今
回
と
ほ
ぼ
同
率
で
あ
る
。
②
四
字
の
校
訓
で
、
上
の
二
字
が
二
字
の
校
訓
に
あ
る
語
句
(
線
部
が
二
字
の
校
訓
に
あ
る)
至
誠
励
業
、
至
誠
無
息
、
至
誠
一
貫
、
誠
実
明
朗
、
自
主
明
朗
、
自
主
独
立
、
敬
愛
協
心
、
堅
忍
不
抜
、
協
調
現
和
③
四
字
の
校
訓
で
、
下
の
二
字
が
二
字
の
校
訓
に
あ
る
語
句
研
理
創
造
、
自
他
敬
愛
、
直
心
友
愛
、
明
朗
進
取
、
大
志
創
造
、
和
協
友
愛
、
立
志
勤
勉
④
右
記
①
、
②
、
③
の
校
訓
に
つ
い
て
、
前
回
の
調
査
結
果
と
比
較
し
て
み
た
。
誠
実
明
朗
、
自
発
創
生
、
和
親
協
同
昭
和
三
十
四
年
開
校
の
大
阪
府
立
成
城
高
等
学
校
が
平
成
十
七
年
改
編
さ
れ
引
き
継
い
だ
と
思
わ
れ
る
。
研
学
受
理
、
互
助
信
頼
、
自
主
明
朗
昭
和
十
八
年
開
校
の
千
葉
県
立
市
川
工
業
高
等
学
校
が
平
成
十
八
年
統
合
さ
れ
引
き
継
い
だ
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
校
訓
の
順
番
が
変
わ
っ
た
。
知
行
合
一
、
至
誠
一
貫
昭
和
四
十
四
年
開
校
の
山
口
県
立
萩
工
業
高
等
学
校
が
平
成
十
八
年
商
業
高
校
と
統
合
さ
れ
萩
工
業
高
校
の
校
訓
を
引
き
継
い
だ
と
思
わ
れ
る
。
大
中
至
正
明
治
三
十
三
年
開
校
の
千
葉
県
立
大
多
喜
高
等
学
校
が
平
成
十
六
年
大
多
校訓に変化ありやなしや 山 口 倬 史
一
七
喜
女
子
高
校
と
統
合
さ
れ
、
大
多
喜
高
等
学
校
の
校
訓
を
引
き
継
い
だ
と
思
わ
れ
る
。
学
業
集
中
、
古
教
創
真
、
自
重
互
敬
、
天
空
海
闊
、
図
南
雄
飛
は
前
回
調
査
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
か
ら
、
統
合
・
改
編
さ
れ
た
高
等
学
校
は
、
新
し
く
校
訓
を
制
定
す
る
の
で
は
な
く
、
統
合
・
改
編
前
の
い
ず
れ
か
の
高
校
の
校
訓
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
。
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(
一)
短
文
調
校
訓
の
分
析
校
訓
は
、
前
述
し
た
漢
字
だ
け
で
創
ら
れ
た
校
訓
と
、
短
文
調
の
校
訓
に
分
類
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
短
文
調
の
校
訓
と
し
て
は
、
昭
和
十
一
年
開
校
の
都
立
豊
島
高
等
学
校
の
｢
誠
は
天
の
道
な
り
。
こ
れ
を
誠
に
す
る
は
人
の
道
な
り｣
ま
た
、
大
正
十
二
年
四
月
開
校
の
栃
木
県
立
宇
都
宮
工
業
高
等
学
校
の
｢
一
人
は
一
校
を
代
表
す｣
と
い
う
よ
う
な
校
訓
を
短
文
調
校
訓
と
し
て
整
理
し
た
。
そ
の
短
文
調
校
訓
は
前
回
調
査
で
は
、
校
訓
制
定
校
普
通
科
七
一
六
校
中
短
文
調
校
訓
一
三
九
校
工
業
系
二
一
一
校
中
短
文
調
校
訓
七
二
校
商
業
系
一
四
八
校
中
短
文
調
校
訓
二
八
校
農
業
系
一
四
九
校
中
短
文
調
校
訓
三
一
校
水
産
系
三
〇
校
中
短
文
調
校
訓
九
校
今
回
調
査
で
は
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
一
二
六
校
中
短
文
調
校
訓
二
七
校
こ
の
こ
と
か
ら
、
前
回
調
査
の
校
訓
制
定
校
数
に
対
す
る
短
文
調
校
訓
採
用
率
は
二
十
二
・
二
％
。
今
回
調
査
で
は
、
二
十
一
・
四
％
と
大
差
な
い
。
従
っ
て
、
校
訓
制
定
で
は
、
お
お
よ
そ
、
四
分
の
一
が
短
文
調
校
訓
を
掲
げ
て
い
る
と
判
断
し
た
。
(
二)
短
文
調
校
訓
で
前
回
と
の
顕
著
な
変
化
例
①
設
置
場
所
の
名
所
な
ど
を
校
訓
に
引
用
し
た
学
校
が
前
回
調
査
に
は
あ
っ
た
が
、
今
回
は
な
い
。
前
回
調
査
で
の
校
訓
を
一
部
紹
介
し
て
お
く
。
○
昭
和
三
十
八
年
開
校
し
た
北
海
道
羅
臼
高
等
学
校
知
床
の
自
然
の
如
く
厳
し
く
、
美
し
く
、
羅
臼
岳
の
如
く
悠
然
と
。
○
昭
和
三
十
八
年
開
校
し
た
静
岡
県
立
清
水
南
高
等
学
校
富
士
の
如
く
端
正
に
、
橘
の
如
く
香
り
高
く
。
②
｢
・
・
・
人
間｣
｢
・
・
・
人
間
た
れ
(
な
れ)｣
と
い
う
｢
人
間｣
が
入
っ
た
校
訓
、
ま
た
｢
人｣
が
入
っ
た
校
訓
が
前
回
調
査
に
は
あ
っ
た
が
、
今
回
は
な
い
。
前
回
調
査
で
は
十
五
校
あ
っ
た
。
そ
の
一
例
を
挙
げ
る
。
愛
知
県
立
春
日
井
東
高
等
学
校
考
え
る
人
間
、
あ
た
た
か
い
人
間
、
た
く
ま
し
い
人
間
長
崎
県
立
大
村
高
等
学
校
よ
き
技
術
者
た
る
前
に
よ
き
人
間
た
れ
愛
媛
県
立
大
洲
農
業
高
等
学
校
ど
こ
に
だ
し
て
も
恥
ず
か
し
く
な
い
人
間
に
な
れ
国
家
社
会
の
役
に
立
つ
人
間
に
な
れ
愛
知
県
立
碧
南
工
業
高
等
学
校
人
成
っ
て
技
育
つ
愛
知
県
立
豊
田
工
業
高
等
学
校
人
あ
っ
て
技
術
あ
り
③
｢
・
・
・
ベ
シ｣
｢
・
・
・
ス
ヘ
シ｣
と
い
う
カ
タ
カ
ナ
混
じ
り
で
、
命
令
調
の
校
訓
が
前
回
調
査
に
は
あ
っ
た
が
、
今
回
は
な
い
。
前
回
調
査
で
は
十
六
校
あ
っ
た
。
そ
の
一
例
を
挙
げ
る
。
福
井
県
立
藤
島
高
等
学
校
質
実
剛
健
ナ
ル
ベ
シ
、
礼
儀
ヲ
正
シ
ク
ス
ベ
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一
八
シ
、
規
律
ヲ
守
ル
ベ
シ
、
責
任
ヲ
重
ン
ズ
ベ
シ
、
勤
労
尚
ブ
ベ
シ
。
新
潟
県
立
新
潟
工
業
高
等
学
校
國
體
ヲ
尊
上
忠
孝
ヲ
励
ム
ヘ
シ
、
気
節
ヲ
尚
上
廉
恥
ヲ
重
ン
ス
ヘ
シ
福
島
県
立
福
島
農
蚕
高
等
学
校
人
格
ヲ
尊
重
シ
智
徳
ヲ
研
鑽
ス
ベ
シ
、
師
命
ニ
服
シ
規
律
ヲ
遵
守
ス
ベ
シ
、
農
道
ノ
本
義
ヲ
自
覚
シ
勤
労
ノ
気
風
ヲ
振
興
ス
ベ
シ
④
｢
・
・
・
で
あ
れ｣
｢
・
・
・
せ
よ｣
｢
・
・
・
す
る
な｣
と
い
う
命
令
調
の
校
訓
が
前
回
調
査
に
は
あ
っ
た
が
、
今
回
は
な
い
。
前
回
調
査
で
は
十
三
校
あ
っ
た
。
そ
の
一
例
を
挙
げ
る
。
愛
知
県
立
海
南
高
等
学
校
事
を
成
す
に
真
剣
で
あ
れ
、
人
に
接
す
る
に
寛
容
で
あ
れ
、
み
ず
か
ら
を
律
す
る
に
厳
格
で
あ
れ
長
野
県
立
小
諸
商
業
高
等
学
校
高
潔
な
る
品
性
を
養
い
協
調
親
和
を
旨
と
せ
よ
。
兵
庫
県
立
鈴
蘭
台
高
等
学
校
勤
勉
で
あ
れ
、
検
算
で
あ
れ
、
優
雅
で
あ
れ
。
⑤
｢
・
・
・
し
よ
う｣
｢
・
・
・
に
な
ろ
う｣
と
い
う
呼
び
か
け
調
の
校
訓
が
前
回
調
査
に
は
あ
っ
た
が
、
今
回
は
な
い
。
前
回
調
査
で
は
十
三
校
あ
っ
た
。
そ
の
一
例
を
挙
げ
る
。
東
京
都
立
忠
生
高
等
学
校
知
性
を
た
か
め
よ
う
、
人
間
性
を
豊
か
に
し
よ
う
、
心
身
を
鍛
え
よ
う
佐
賀
県
立
東
松
浦
高
等
学
校
知
性
豊
か
な
教
養
の
高
い
人
に
な
ろ
う
、
意
志
強
固
な
実
行
力
の
あ
る
人
に
な
ろ
う
、
困
難
に
耐
え
抜
く
体
力
を
持
っ
た
人
に
な
ろ
う
長
崎
県
立
鹿
町
工
業
高
等
学
校
若
さ
と
強
さ
で
豊
か
に
人
間
性
を
高
め
よ
う
、
明
る
く
健
や
か
に
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
も
う
。
⑥
文
部
省
訓
令
等
を
反
映
し
た
校
訓
が
前
回
調
査
で
は
あ
っ
た
が
、
今
回
は
な
い
。
訓
令
文
は
、
文
部
省
発
行
の
百
年
史
か
ら
引
用
し
た
。
○
訓
令
の
｢
国
民
挙
っ
て
勤
勉
力
行
す
る
の
必
要
で
あ
る
こ
と
は
・
・
・｣
の
傍
線
が
校
訓
。
○
訓
令
の
｢
・
・
・
社
会
生
活
に
関
す
る
訓
練
を
施
す
に
在
り
而
し
て
敬
神
崇
祖
、
社
会
奉
仕
、
協
同
互
助
、
規
律
節
制
、
勤
労
愛
好
・
・
・｣
の
傍
線
部
が
校
訓
。
⑦
｢
夢｣
と
い
う
文
字
を
挿
入
し
た
校
訓
は
、
前
回
は
な
か
っ
た
。
今
回
三
高
校
が
使
用
。
○
平
成
十
一
年
四
月
新
設
さ
れ
て
開
校
し
た
北
海
道
立
美
唄
高
等
学
校
夢
を
叶
え
よ
○
平
成
十
三
年
四
月
改
編
さ
れ
て
開
校
し
た
三
重
県
立
い
な
べ
総
合
学
園
高
等
学
校夢
を
か
た
ち
に
○
平
成
十
五
年
四
月
統
合
さ
れ
て
開
校
し
た
岡
山
県
立
備
前
緑
陽
高
等
学
校
夢
実
現
〜
心
豊
か
に
輝
け
個
性
〜
○
平
成
十
二
年
四
月
新
設
さ
れ
て
開
校
し
た
鹿
児
島
県
立
開
陽
高
等
学
校
夢
・
実
現
⑧
｢
風｣
と
い
う
文
字
を
挿
入
し
た
校
訓
は
、
前
回
は
な
か
っ
た
。
今
回
一
高
校
が
使
用
。
○
平
成
十
七
年
四
月
統
合
さ
れ
て
開
校
し
た
宮
崎
県
立
延
岡
星
雲
高
等
学
校
志
の
風
・
美
し
の
風
・
創
造
の
風
⑨
｢
挑
戦｣
、｢
挑
戦
者｣
と
い
う
文
字
を
挿
入
し
た
校
訓
は
、
前
回
は
な
か
っ
校訓に変化ありやなしや 山 口 倬 史
一
九
た
。
今
回
三
高
校
が
使
用
。
○
平
成
十
九
年
四
月
統
合
さ
れ
て
総
合
学
科
と
し
て
開
校
し
た
北
海
道
立
釧
路
明
輝
高
等
学
校
輝
け
る
挑
戦
者
た
れ
○
平
成
十
八
年
四
月
統
合
さ
れ
て
開
校
し
た
茨
城
県
立
常
陸
大
宮
高
等
学
校
挑
戦
・
湧
き
あ
が
れ
君
の
力
○
平
成
十
七
年
四
月
新
設
さ
れ
て
開
校
し
た
鳥
取
県
立
米
子
白
鳳
高
等
学
校
挑
戦
〜
未
来
を
ひ
ら
く
〜
⑩
英
文
に
よ
る
校
訓
が
始
め
て
出
て
き
た
前
回
調
査
で
は
、
明
治
三
十
年
四
月
設
立
の
群
馬
県
立
高
崎
高
等
学
校
の
三
Ｆ
精
神(
フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ
・
ス
ピ
リ
ッ
ト
。
フ
ェ
ァ
プ
レ
イ
、
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ)
、
ま
た
昭
和
三
年
一
月
設
立
の
都
立
第
三
高
等
学
校
(
商
業
科)
の
｢
リ
ト
ル
・
ヂ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
た
れ｣
と
い
う
校
訓
は
あ
っ
た
が
、
カ
タ
カ
ナ
で
表
記
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
○
平
成
八
年
四
月
統
合
さ
れ
て
開
校
し
た
福
島
県
立
あ
さ
か
開
成
高
等
学
校
の
Ｇ
ｌ
ｏ
ｂ
ａ
ｌ
Ｓ
ｐ
ｉ
ｒ
ｉ
ｔ
ｓ
Ｃ
ｒ
ｅ
ａ
ｔ
ｉ
ｖ
ｅ
Ｓ
ｐ
ｉ
ｒ
ｉ
ｔ
ｓ
Ｈ
ｕ
ｍ
ａ
ｎ
Ｓ
ｐ
ｉ
ｒ
ｉ
ｔ
ｓ
は
純
粋
に
英
文
で
表
記
さ
れ
て
い
た
。
ち
な
み
に
、
こ
の
学
校
の
設
置
学
科
は
国
際
科
学
科
で
あ
る
。
                
西
暦
一
八
五
五
年
(
安
政
二
年)
に
開
校
し
た
現
在
の
校
名
、
福
井
県
立
藤
島
高
等
学
校
の
校
訓
か
ら
、
平
成
十
九
年
四
月
に
開
校
し
た
高
等
学
校
ま
で
の
調
査
回
答
校
数
二
〇
二
四
校
の
校
訓
を
見
て
、
開
校
年
度
は
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
て
も
、
校
訓
に
大
き
な
変
化
は
な
い
と
判
断
し
た
。
た
だ
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
か
ら
、
漢
字
表
示
に
よ
る
校
訓
で
あ
っ
て
も
、
短
文
調
の
校
訓
で
あ
っ
て
も
、
同
じ
語
句
、
短
文
は
少
な
い
。
し
か
し
、
語
句
の
一
字
一
字
を
見
る
と
、
そ
の
一
字
一
字
に
秘
め
ら
れ
た
思
い
(
理
念)
が
語
句
に
、
ま
た
短
文
は
違
っ
て
も
、
そ
の
短
文
に
秘
め
ら
れ
た
思
い
(
理
念)
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
そ
の
思
い
(
理
念)
が
、
究
極
は
理
想
的
人
間
像
を
表
出
し
て
い
る
と
思
え
る
。
だ
か
ら
、
理
想
的
人
間
創
り
の
理
念
が
、
校
訓
と
し
て
掲
げ
て
あ
る
か
ら
、
校
訓
は
時
代
は
変
わ
っ
て
も
変
化
が
な
い
の
だ
と
判
断
し
た
。
そ
こ
で
、
前
述
し
た
漢
字
の
校
訓
に
戻
る
。
漢
字
の
校
訓
の
種
類
の
豊
富
さ
が
わ
か
る
。
こ
こ
で
前
回
と
今
回
の
漢
字
二
字
の
校
訓
で
、
た
だ
一
校
に
し
か
出
て
こ
な
い
校
訓
だ
け
で
学
校
が
育
成
し
た
い
人
間
像
は
何
か
を
考
え
た
。
究
極
は
左
表
の
よ
う
な
図
で
は
な
い
か
。
上
円
は
、
○
｢
強
靭｣
な
｢
体
力｣
で
｢
気
迫｣
の
こ
も
っ
た
｢
元
気｣
さ
を
行
動
に
表
す
こ
と
が
で
き
る
人
間
に
な
っ
て
欲
し
い
。
○
身
な
り
は
｢
端
正｣
で
、
心
は
｢
清
心｣
。
高
校
生
ら
し
い｢
純
朴(
質
朴
・
清
純)｣
さ
の
中
に
他
人
に
対
し
て
は
｢
誠
之｣
・｢
至
善｣
を
尽
く
せ
る
人
間
に
な
っ
て
欲
し
い
。
○
｢
清
心｣
さ
を
持
ち
、｢
友
和｣
と
｢
互
助
(
互
譲)｣
の
清
心
で
｢
自
考｣
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二
〇
｢自
省｣
し
｢
日
新｣
に
｢
日
進｣
め
る
よ
う
に
｢
自
学｣
｢
自
研｣
し
、｢
良
識｣
と
｢
教
養｣
を
高
め
ら
れ
る
よ
う
｢
貞
固｣
な
｢
気
力｣
で
｢
気
丈｣
に
｢
研
学｣
し
て
い
け
る
人
間
に
な
っ
て
欲
し
い
。
○
｢
理
想｣
は
｢
雄
大｣
で
｢
大
志｣
｢
貫
徹｣
の
た
め
｢
深
慮｣
に
｢
思
慮｣
を
し
、
根
気
よ
く
｢
斬
新｣
的
に
｢
窮
理｣
｢
思
考｣
し
、｢
真
・
善
・
美
・
聖｣
を
追
求
す
る
中
で
、
社
会
に
貢
献
で
き
る
人
間
に
な
っ
て
欲
し
い
。
と
い
う
よ
う
な
人
間
像
が
校
訓
か
ら
読
み
と
れ
た
。
こ
の
人
間
像
は
、
時
代
は
変
わ
っ
て
も
不
変
で
、
人
間
と
し
て
の
｢
人｣
創
り
の
理
念
(
校
訓)
は
不
変
だ
と
思
え
た
。
だ
か
ら
、
校
訓
に
大
き
な
変
化
は
な
い
の
だ
と
判
断
し
た
。
と
こ
ろ
で
、
今
回
調
査
し
た
公
立
高
等
学
校
の
中
に
は
、
社
会
構
造
の
変
化
に
よ
っ
て
、
地
方
で
は
過
疎
化
が
進
み
、
し
か
も
平
成
十
二
年
頃
か
ら
は
少
子
化
の
傾
向
が
見
え
始
め
、
何
十
年
か
の
歴
史
を
持
つ
学
校
が
統
合
・
再
編
さ
れ
て
い
っ
た
。一
方
、
国
際
化
、
科
学
技
術
の
開
発
・
進
展
、
不
登
校
等
に
対
応
で
き
る
新
し
い
高
校
が
新
設
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
校
訓
は
①
統
合
さ
れ
て
開
校
し
た
高
等
学
校
で
は
、
ど
ち
ら
か
の
校
訓
を
採
用
。
②
学
科
が
再
編
さ
れ
た
高
等
学
校
で
は
、
既
存
の
校
訓
を
継
続
。
③
新
設
さ
れ
た
高
等
学
校
で
は
、
新
規
に
制
定
。
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
校
訓
制
定
に
際
し
て
は
、
①
学
校
像
と
生
徒
像
②
公
民
・
地
域
民
・
関
係
機
関
の
学
校
へ
の
期
待
感
③
時
代
背
景
と
社
会
状
況
等
を
考
慮
し
な
が
ら
創
り
挙
げ
ら
れ
た
と
思
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
校
訓
は
、
各
学
校
が
各
学
校
で
学
ぶ
生
徒
を
ど
の
よ
う
な
人
間
に
育
て
た
い
の
か
、
ま
た
生
徒
に
ど
の
よ
う
な
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
の
か
を
明
示
し
た
も
の
で
、｢
人
創
り
の
場｣
が
｢
学
校｣
な
の
だ
と
校
訓
調
査
か
ら
分
か
っ
た
。
(
な
お
、
傍
線
部
分
は
逆
に
置
き
換
え
て
も
良
い)
だ
か
ら
、
明
治
十
一
年
(
一
八
七
八
年)
に
設
立
さ
れ
た
兵
庫
県
立
姫
路
西
高
等
学
校
の
校
訓
｢
質
実
剛
健
、
自
主
創
造
、
友
愛
協
調｣
も
、
平
成
の
時
代
で
も
使
え
る
校
訓
な
の
だ
。
    昭和四十
六
年
四
月
、
鹿
児
島
県
に
初
め
て
理
数
科
設
置
の
錦
江
湾
高
等
学
校
が
新
設
さ
れ
た
。
そ
の
時
、
は
か
ら
ず
も
赴
任
を
命
じ
ら
れ
、
校
訓
の
制
定
な
ど
に
関
わ
っ
た
。
関
わ
る
中
で
、
校
訓
に
対
す
る
無
知
さ
が
、
校
訓
調
査
に
私
を
奮
い
立
た
せ
た
。
そ
れ
か
ら
約
四
十
年
。
今
回
、
平
成
元
年
度
か
ら
平
成
十
九
年
四
月
ま
で
に
開
校
し
た
公
立
高
等
学
校
の
校
訓
調
査
が
で
き
て
、
色
々
な
校
訓
と
出
会
う
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
色
々
な
校
訓
は
、
校
訓
制
定
校
数
一
四
一
六
校
の
一
四
一
六
種
類
の
校
訓
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
一
四
一
六
種
類
の
校
訓
も
、
学
校
創
設
が
一
番
早
い
一
八
五
五
年
(
安
政
二
年)
開
校
の
福
井
県
立
藤
島
高
等
学
校
の
校
訓
か
ら
、
平
成
十
九
年
四
月
開
校
の
北
海
道
立
紋
別
高
等
学
校
の
校
訓
ま
で
、
一
五
四
年
間
と
い
う
長
い
期
間
の
校
訓
種
類
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
○
自
主
性
(
積
極
性)
を
強
調
し
た
校
訓
○
根
気
強
さ
を
○
協
力
性
を
校訓に変化ありやなしや 山 口 倬 史
二
一
○
公
正
さ
を
○
基
本
的
な
生
活
習
慣
を
○
責
任
感
(
誠
意)
を
○
創
意
工
夫
を
○
質
朴
さ
を
○
向
学
心
を
○
健
康
面
を
○
寛
容
さ
を
○
情
緒
の
安
定
を
○
公
共
心
を
○
勤
労
を
○
ス
ポ
ー
ツ
と
学
問
の
両
立
を
○
長
上
へ
の
敬
意
(
人
格
の
尊
重)
を
○
社
会
へ
の
感
謝
を
○
平
和
の
願
い
を
強
調
し
た
校
訓
と
た
っ
た
の
十
八
種
類
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
、
校
訓
の
語
句
、
文
調
に
違
い
は
あ
っ
て
も
、
学
校
が
目
指
す
人
創
り
基
本
は
、
十
八
の
種
類
を
言
葉
で
ど
の
よ
う
に
表
現
す
る
か
と
い
う
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
今
あ
る
校
訓
は
、
こ
れ
か
ら
も
そ
の
ま
ま
受
け
継
が
れ
る
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
、
校
訓
に
寿
命
は
な
い
。
こ
れ
だ
け
で
も
会
得
で
き
た
こ
と
に
感
謝
し
た
い
。
そ
し
て
、
機
会
が
あ
れ
ば
、
私
学
の
高
等
学
校
の
校
訓
を
調
査
し
て
み
た
い
。
(
二
〇
〇
八
年
十
二
月
三
日
受
理)
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